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光ディスクライブラリシステム
Archive Tresor - ODL

のご紹介

Over the Rainbow, into the Future
with Technology !

ビフレステック株式会社



光ディスクライブラリ

ODL-150plus 
• ドライブ搭載可能台数：4台 
• マガジン搭載個数：3個 
• 光ディスク収納可能枚数：150枚 
• ディスク・ハンドリング機構 
• サーバー内蔵 
• 3.5インチHDD/SSD（6台まで）搭載可能 

システムおよびデータの一時保存用 
• 寸法：331×592×642 mm 

共通仕様 
• マガジン識別用RF IDタグ内蔵 
• 専用ブルーレイディスク 

25GB/50GB/100GB/200GB 
• 専用記録再生ドライブ使用 

インターフェースソフト 
• HTTPベースのRESTful Interfaceソフト 

Amazon S3互換でAWS対応の 
汎用バックアップソフト等が使用可能 

• Object Storageとして動作 

記録容量：オンライン最大30TB
＋オフライン∞

運用方法 
• マガジン3個（150枚）をライブラリに搭

載
̵ 内蔵HDDに一時保存したデータを記録
̵ フル記録されたマガジンは装置から取

り出し、棚にて保管
̵ 新たなマガジンを搭載して追加のデー

タを記録
• マガジンに搭載されたRF IDまたはバー

コードにより、マガジンに記録されてい
るファイルを検索可能

• オフライン・ライブラリの活用により、
保存データのオンライン検索も可能



S3互換のオブジェクトストレージ
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S3互換APIにより、AWS対応の汎用バ
ックアップソフト・ツールを既存運用
のまま使用可能（RESTful Interface
対応）

S3互換API・REST対応 ⇗  スケールアウト拡張 メタデータ一体保存

装置追加により容量・性能を段階的に
拡張できるスケールアウト型ストレー
ジ:スモールスタートが可能で、オフ
ライン保管との併用により実質容量は
無限大

メタデータをデータと一体でシステムおよ
び光ディスクに保存:ディスク単体での自
己記述性を確保し、装置リプレース後もデ
ータ検索・復元が可能
• マガジンのRF ID、保存日時、ハッシュ値等

を記録し、改ざん検知と真正性（WORM）を
担保

• DICOM等の業界標準タグデータも保存可能で
医療・放送等の業務システムと親和性が高い前面パネル開放

（ここからマガジンを交換）
本体外観



医療・ヘルスケア分野での活用用途

⾧期保存・改ざん防止・大容量低コストを必要とする医療データ運用に最適

① 電子カルテ・レセプト
医療法および診療録管理体制加算の⾧
期保管要件に対応。WORM特性によ
りオンライン保管しながら改ざんを防
止し、監査証跡も担保。

② PACS医療画像アーカイブ
CT・MRI・内視鏡などDICOM画像を
大容量・低コストで⾧期アーカイブ。
S3互換APIで既存PACSや汎用バック
アップソフトとそのまま連携。

③ 治験・臨床研究データ
GCP・ALCOA原則に求められる原本
性と追跡可能性をハッシュ値・保存日
時のメタデータで担保し、20年超の
保管にも対応。

④ 健診・検査データ保存
健診結果・検体画像・心電図など生涯
にわたる個人健康データを安価に⾧期
保管。装置追加によるスケールアウト
で増加データにも追従。

⑤ ランサムウェア対策・BCP
書換え不可の光ディスクとオフライン
保管を組み合わせ、ランサムウェア・
誤操作・災害から重要データを保護す
る3-2-1バックアップを実現。

⑥ 地域医療連携・統合DB
複数病院・クリニックのカルテ・画像
を一元アーカイブ。REST/S3 API経
由で各施設のシステムから共通基盤と
して安全に共有・参照。

⑦ 電子カルテ更新時の旧デー
タ参照
電子カルテ更新時に旧カルテの参照
データを光ディスクへ保存。ライブ
ラリ装置内蔵のLinuxサーバーで参照
システムを稼働させ、過去データを
常時閲覧可能に。

S3互換オブジェクトストレージ × 業務用光ディスクで、医療データを安全・低コストに⾧期保管 4

詳細は
11、12ページを
参照くさい



光ディスクライブラリの使用法
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• 装置内のマガジンにオンラインで記録
– 装置内に3個のマガジンをセット可能:容量30TB

（200GB容量の業務用光ディスク使用時）
• 装置内のマガジンに保存されているデータはオンライン

読出しが可能
– 書換えができない記録型光ディスクを使用するため、オンライン状態

でもランサムウェア等によりデータが改ざんされない
:診療録管理体制加算のオフライン保管要件を満たす

• 記録済み光ディスクを装置から取り出し、オフライン保
管が可能

• 新たな光ディスクと入れ替えることにより容量無限大の
ストレージを実現

• オフラインの光ディスクも含めて全データの検索が可能
– ディスクを収納するマガジンに固有インデックスを採用し

、オフライン保管されたディスクに記録されているデータ
をオンライン検索可能とし、必要な光ディスクの検索性を
担保する

ユーザ支援ソフトウェア
・オフラインマガジン対応
・ライブラリ装置の
リストア状態のモニター
・操作者のサポート
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システム構成例

既設 

PACS 電子カルテ レセプト 

NAS 

PC 

光ディスク 
ライブラリ 

REST API 

• バックアップ 
• リストア 
• REST API対応 既設 

PACS 電子カルテ レセプト 

NAS 

光ディスク 
ライブラリ 

REST API 

• バックアップ 
• リストア 
• REST API対応 

バックアップ 
ソフト 

システム構成例１：NAS経由でバックアップする構成 
バックアップ済みデータが既にNASに保管されている環境向けの構
成です。運用PC上でREST API対応のバックアップ/リストアツール
を稼働させ、NASと光ディスクライブラリ間でバックアップデータ
を送受信(Upload / Download)します。既設NASをそのまま活用し
つつ、⾧期保管先として光ディスクライブラリを追加できます。 

システム構成例２：バックアップツールから直接書き込む構成 
既にREST API対応のバックアップツールを導入済みの環境向けの構
成です。バックアップツールの保存先として、光ディスクライブラ
リをS3互換ストレージとして直接接続します。NASを経由しないシ
ンプルな構成となり、運用フローを大きく変えずに⾧期アーカイブ
層を追加できます。 
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導入のメリット

• ❶ 改ざん不可
金属記録膜を物理的に変質させて記録する記録型光ディスクは、
論理的なイミュータブルとは異なり、データの改ざんが原理的に
不可能です。

• ❷ 法令対応
オンライン運用のままでも「診療録管理体制加算」が求める「ネ
ットワークから切り離したオフライン保管」とみなされます1)。

• ❸❹❺ ⾧寿命・移行不要
ISO/IEC16963に基づく寿命推定試験で推定寿命100年以上、事
務所環境でも50年以上が見込まれ、専用光ディスクはデータ移行
が不要です。

• ❺❻ 高い耐環境性
品質選別した”専用”光ディスクの採用により、高い耐環境性と⾧
期保存性を安定して実現します。

• ❸❹ LTOは10年目安
LTOテープは、システムの保証期間やOS・ソフトウェアの互換性
を踏まえると、一つのフォーマットでデータを保管できる目安は
10年とされています2)。

• ❻ 水害に強い
海水と同程度の濃度の塩水に1週間沈めた後でも、洗浄すればデ
ータを問題なく再生できることを確認済みです。
1) https://kouseikyoku.mhlw.go.jp/shikoku/000399717.pdf
2) JEITAテープストレージ専門委員会「LTO-9テープメディアの寿命評価」



診療報酬の算定方法の一部を改正する告示（令和６年厚生労働省告示第57号）等についての取扱いに係る疑義解釈資料
https://kouseikyoku.mhlw.go.jp/shikoku/000399717.pdf

疑義解釈資料の送付について（その７）
（別添１）

医－1
医科診療報酬点数表関係

• 【診療録管理体制加算】
– 問２ 「Ａ２０７」診療録管理体制加算の施設基準において、「非常時に備えた医療情報システムのバックアップを複

数の方式で確保し、その一部はネットワークから切り離したオフラインで保管していること。」とあるが、追記不能
設定がなされた領域を有するバックアップ用機器又はクラウドサービスを利用し、当該領域にバックアップを保管し
ている場合について、「ネットワークから切り離したオフラインで保管している」ものとみなしてよいか。

– （答）当該機器又はクラウドサービスを用いたバックアップの特性も踏まえ、非常時にデータ復旧が可能な状態にあ
る場合には、差し支えない。 なお、その場合、非常時におけるデータ復旧の手段や手順等について、医療情報システ
ム・サービス事業者との契約書等に記載されているか、十分に確認されたい。
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旧電子カルテ参照システムを内蔵サーバーに集約するメリットと留意点

参照系は低負荷。ライブラリ装置内蔵Linuxサーバーへの集約で省スペース・コスト削減を実現

参照系は高性能を必要としな
い
・読み取り専用でDB更新やトランザクシ
ョンが発生しない
・同時利用者は主治医・医事課・監査対
応など限定的
・現行カルテ並みのリアルタイム性は不
要
・目安:4～8コア／メモリ8～16GB／キ
ャッシュ用SSDで十分
・ライブラリ内蔵サーバーのリソースで
十分賄える

構成メリット
・参照系専用サーバーを別途調達する必
要なし
・ラックスペース・電源・空調を圧縮し
省スペース化
・ハード・保守・運用コストを削減
・参照システムと保管メディアを一体管
理し運用簡素化
・Windowsアプリは内蔵Linux上のVMで
稼働可能

留意点
・参照システムベンダーによる仮想環境
での動作保証の確認
・Windows OSおよびアプリの仮想環境
向けライセンス条件
・DICOM等大容量データ参照時の応答時
間とキャッシュ設計
・VMイメージのバックアップとライブラ
リ保守計画の整合
・障害時の責任分界点(ハード／VM／参
照アプリ)の明確化

低負荷な参照系を内蔵サーバーに集約し、専用サーバー不要・省スペース・コスト削減を同時に実現
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構成イメージ:Linux直接稼働版 / Windows VM版

参照システムの提供形態に応じて、Linux直接稼働とWindows VM稼働の2パターンで内蔵サーバ
ーを活用
パターン①
Linux直接稼働版
(参照系がLinux対応)
光ディスクライブラリ本体

内蔵Linuxサーバー (Rocky Linux 9)

旧電子カルテ参照システム
(Linuxネイティブ / コンテナ)

光ディスクライブラリ領域 (WORM)
・旧カルテデータ (光ディスク)
・診療画像 / DICOM (光ディスク)
・監査ログ / 保存メタデータ (光ディスク)

パターン②
Windows VM版
(参照系がWindowsアプリ)

光ディスクライブラリ本体

内蔵Linuxサーバー (Rocky Linux 9 / KVM・QEMU)

Windows VM
旧電子カルテ参照システム

(Windowsアプリ)

光ディスクライブラリ領域 (WORM)
・旧カルテデータ (光ディスク)
・診療画像 / DICOM (光ディスク)
・監査ログ / 保存メタデータ (光ディスク)

利用者端末
主治医・医事課・監査担当

HTTPS / SSH RDP / HTTPS

読出/書込 (S3 / FS API) 読出/書込 (共有FS / S3 API)

旧電子カルテシステム (移行元) 初期データ移行 (一括書込・以降は追記なし)

参照系がLinux対応なら①を推奨、Windows専用アプリの場合は②のVM構成で対応可能 10
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寿命推定試験

⾧寿命BD-R（ISO/IEC16963に基づきADTC実施）1)と磁気テープ（LTO5）2)の寿命予測結果

1) https://www.verbatim.jp/download/test_report/report_tl_j.pdfを基に計算
2) JEITAテープストレージ専門委員会「LTO 5 データテープメディア寿命評価」を基に計算
3) JEITAテープストレージ専門委員会「LTO-9テープメディアの寿命評価」

BD-Rは磁気テープの10倍以上の寿命を有する 

JEITAテープストレージ専門委員会の考察3)

LTO-9テープメディアが50年以上磁気的に安定なことは確認できたが
、システムの保証期間、OS及びソフトウェアの互換性等を考慮すると
、安全かつ安心して、一つのテープフォーマットにデータを保管する
目安は10年と考えられ、 10年以上の⾧期保管をする場合は、JIS Z 
6019 「磁気テープによるデジタル情報の⾧期保存方法」を参照し、デ
ータを適切に移行（マイグレーション）することを推奨する。



Over the Rainbow, into the Future
with Technology !

ビフレステック株式会社

本資料を最後までお読みいただき、誠にありがとうございました。
ご不明な点はお気軽に

https://forms.gle/1PKWguQn9nNspx2h8
からお問い合わせください。


